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2025年　10月　30日

文部科学大臣　殿

愛知県一宮市長　　中野　正康

１． 施設整備計画の名称

一宮市公立学校等施設整備計画

２． 計画期間

令和6年度（1年間）

（担当）

一宮市教育部学校給食課

電話番号：0586-28-8650

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：gakkokyushoku@city.ichinomiya.lg.jp

25一宮教給第1058号

　　学校施設環境改善交付金交付要綱第９に基づき、下記のとおり施設整備計画

　の目標の達成状況に係る評価（事後評価）の結果を報告します。

施設整備計画の事後評価について



３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】
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　3名の学識経験者による評価会議を開催し、指標等に基づき事後評価を実施し、その結果を
本市ウェブサイトに掲載し、公表する。

　施設整備計画に計画していた事業の目標については、十分達成できた。更新計画に基づいた２
場目以降の整備については、教育環境の充実に資するとともに、老朽化した施設等の修繕に要す
る費用の縮減を図る上でも重要であるため、着実に進める必要があるとの意見があった。

　2025年10月27日　一宮市教育委員会事務点検評価会議を開催し、評価結果を決定する。



（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

　整備した共同調理場は、国の学校給食衛生管理基準に則したドライシステムを採用したものと
なっており、雑菌の繁殖を防ぎ、衛生的な調理環境を整えることができた。
　また、市内で初のアレルギー対応調理室を設け、卵と乳にアレルギーがある児童生徒に対し、除
去食の提供ができる体制を整備できた。
　運営面についても、高度な衛生管理手法であるHACCPに沿った衛生管理を導入したことで、衛
生的で安全・安心な学校給食を提供できるようになった。
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７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

一宮市東浅井給食センター （５） 22 共同調理場（新増築） - Ｓ R4.03～R6.06 R6.06.30

一宮市東浅井給食センター （５） 23 共同調理場（改築） - Ｓ R4.03～R6.06 R6.06.30

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


